
近
の
み
在
ら
ず
､
他
に
も
試
錐
の
候
補
地
が
あ
る
ら
し

-
瓜
は
れ
る
〇

七
､
結

論

日
向
湖
附
近
は
歌
父
童
鐘
暦
を
主
と
し
､
之
を
貰
き

て
花
園
岩
｡輝
線
扮
岩
｡安
山
岩
等
の
噴
出
岩
が
沈
入
し

て
屠
る
｡
安
山
岩
沈
入
後
鋭
床
珪
成
作
用
も
行
は
れ
､

各
所
に
石
英
脈
を
膳
胎
す
る
｡
日
向
湖
附
近
は
土
地
陥

没
に
よ
-
で
'
現
今
の
複
雛
在
る
地
形
を
な
せ
る
も
の

在
る
べ
-
'
断
簡
線

｡
亀
裂
線
多
し
｡

日
向
潮
湖
岸
の
湧
泉
は
rJ
れ
等
の
巌
紬
に
沿
ひ
で
湧

出
す
る
も
の
に
し
て
p
駄
弧

｡
湧
出
畳
共
に
鼻
化
に
富

む
｡
湧
泉
千
分
中
固
形
分
絶
食
三

二
四
三
八
に
達
し
､

其
の
中
食
飽
分
大
部
分
を
占
む
｡
該
湧
泉
甲
に
は
溢
水

の
混
入
す
る
rJ
と
多
-
'
泉
温
･
湧
出
量
の

一
定
せ
ざ

る
原
因
の

一
部
は
其
れ
に
よ
る
べ
L
と
推
定
さ
る
J
も

他
に
地
撃
的
の
原
因
あ
ら
.と
考

へ
ら
れ
る
｡
日
向
湖
南

樺
は
混
泉
の
試
掘
の
倍
補
地
の

一
夜
ら
む
79
､
徴
侠
描

著
在
る
地
の
試
掘
は
於
で
も
失
敗
に
了
は
る
例
多
き
を

以
宅
､
其
の
位
置

･
試
掘
芳
弘
等
ほ
っ
9
,で
は
十
分
な

る
研
究
を
現
す
O
調
査
の
範
囲
は
放
て
は
日
向
湖
北
樺

其
他
に
於
で
も
､
鋸
泉
湧
出
の
徴
候
あ
る
地
鮎
あ
る
も

の
ゝ
如
し

｡

(
完
)

門
司
市
及
山
田
聯
厚
狭
町
附
渡
の
硯
石
統

竹

原

平

一

門
司
市
附
近
ほ
は
時
代
未
詳
の
中
塵
暦
が
存
在
し
て

居
る
事
は
明
治
甘
年
代
よ
み
既
は
知
ら
れ
て
居
た
が
其

門
司
柑
及
川
U
悌
厚
狭
町
附
虹
の
税
石
紋

の
後
先
部
数
接
の
御
研
究
ほ
て
古
典
暦
は
属
す
る
部
分

も
明
に
混
入
し
て
居
る
事
が
判
っ
た
が
p
地
質
構
造
は

宝

二
三.



地

球

界
ニ
i･
六
合

門
司
市
育
潜
の
梅
花
石
と
北
ハに
久
し
-
明
瞭
を
敵

い
た

ま
J
で
居
九
〇

然
る
に

近
年
小
倉
市
南
方
徳
力
よ
-1

P
a
la
e
o
･

fusu
tin
a
が
藤
本
排
撃
士
に
よ
-
採
集
n
れ
荷
此
の
附

近

の
石
原
町
南
西
櫨
ノ
峠
隠
遁
関
口
に
は
刑
糊
を
有
す

る
尚
は
古

い
地
層

(前
に
地
球
に
雑
報
と
し
て
述
べ
た

79
の
ほ
し
三
耶
岡
二
十
簡
閲
幅
中
の
輝
岩
及
角
閃
岩
)

と

(多
分
不
盤
各
に
)
接
し
た
磯
岩
が
あ
ら
小
岩
井
排

撃
士
は
よ
っ
て
其
の
中
か
ら

フ
ズ
リ
ナ
類
を
含
む
石
衣

磯
が
散
見
n
れ
益
々
古
庄
潜
の
存

在

が

裏
藩
せ
ら
れ

た
.
併
し
門
司
市
附
近
ほ
は
山
口
堀
の
硯
石
紋
と
粂
-

酷
似
し
た
地
層
が
存
在
し
､
現
在
粛
色
産
衣
岩
を
凍
石

し
赤
間
ケ
関
税
h
t製
造
し
て
居
る
｡
且
山
口
膳
豊
浦
地

方
の
根
石
統
中
に
見
ら
れ
る
と
云
ふ

(
小
林
抑
撃
士
の

御
教
示
に
よ
る
)
ク

リ
プ
ト
ゾ
ー
ン
瓶
似
の
構
造
を
量

す
る
阻
旗
色

(w
arm

g
rey
)
細
粒
砂
岩
暦
も
観
察
す

る
事
が
出
水
､
小
林
排
撃
士
の
縛

ら

れ

た
其
の
他
の

d
ata

を
参
考
さ
せ
て
頂
-
と
門
司
市
附
近
ほ
は
明
か

に
硯
石
続
は
属
す
る
も
の
が
存
在
し
フ
ズ

リ
ナ

｡
梅
花

鯵
1
批

昌

二
田

石

･
珊
瑚
等
を
含
む
甘
坐
骨
を
不
整
合
に
被
菟
し
て
居

る
｡
不
整
各
面
は
補
し
て
は
後
は
詳
報
す
る
｡
税
石
銃

の
敢
下
部
暦
を
成
す
磯
岩

(
石
衣
岩

･
チ
ャ
ー
ト
･粘
板

岩
･彬
岩
･片
岩
等
の
角
磯
及
同
塵
を
砂
嚢
の
も
の
に
て

凝
結
す
)
は
門
司
市
外
太
刀
の
捕
鯨
岸
よ
き
白
野
江
山

中
p表
郷
村
大
横
の
北
方
p棟
峠
等
を
過
ぎ
-
小
森
江
附

鑑
は
通
じ

企
救
郡
石
原
町
.
鞍
手
郡
脇
野
附
鑑
に
連
す

る
｡
門
司
附
近
に
で
は
概
し
て
北
西
は
傾
斜
す
る
故
門

司
港
は
硯
石
続
の
山
を
背
後
は
控

え

て
居
る
事
に
在

-
'
下
踊
港
及
門
司
港
を
眼
下
に
見
下
す
風
光
明
美
夜

風
師
山
(-
風
頭
)
は
勿
論
硯
石
統
よ
き
威
力
門
司
市
焼

石
よ
ら
之
は
迫
ず
る
遊
戯
自
動
車
道
路
側
に
は
好
露
出

が
あ
っ
て
基
底
硬
岩
よ
-
四
官
米
ば
か
少
上
位
に
二
枚

の
薄
石
炭
暦
を
含
ん
で
居
る
の
が
観
察
出
凍
る
.
石
炭

圏
は
砂
岩
｡激
岩
･頁
岩
の
瓦
暦
中
に
数
糎
の
幅
を
覆
し

て
存
在
す
る
が
此
の
中
よ
う
化
石
は
未
だ
採
集
す
る
に

至
ら
な

い
.
前
述
の
ク

リ
プ
ト
ゾ
ー
ン
療
似
構
造
を
有

守
る
砂
岩
は
石
炭
暦
よ
-
約
LTTT米

ば

か

･e,
下
位
に
春

す
｡
常
地
は
て
は
赫
色
凝
友
岩
は
南
西
に
向
ふ
ほ
従
払



哉
連
が
怒
-
な
み
風
師
山
附
近
ほ
て
は
鵡
色
の
79
の
は

飴
-,h
見
替
ら
ず
純
色
凝
次
岩

(門
司
石
)
が
此
ほ
代
っ

て
居
る
｡
北
九
州
の
硯
石
続
も
近
さ
賂
衆
に
於

い
て
白

壁
配
の
も
の
在
る
事
が
充
分
澄
明

せ
ら

れ

る
で
あ
ら

らノ
0次

に
山
口
膳
厚
狭
町
附
近
ほ
は
鴨
庄
の
含

シ
ュ
ー

ド

モ
ノ
チ
ス
砂
岩
に
接
し
て
共
よ
り
以
北
に
硯
石
続
が
戯

-
分
布
し
て
屠
-
赫
色
凝
次
岩
も
門
司
の
も
の
よ
-
厚

く
'
且
灘
岩

(
チ
ャ
ー
ト

･粘
板
岩
･砂
岩
等
の
磯
を
含

む
)
が
多

い
｡
砂
岩
中
に
は
局
部
的
で
は
あ
る
が
偶
暦

及
漣
痕
等
を

不
す
も
の
79
見
ら
れ
る
｡
皆
地
ほ
て
は
米

だ
硯
石
続
の
明
夜
基
底
を
顔
見
す
る
に
至
ら
な

い
が
調

査
の
進
む
に
従
払
或
は
突
留
程
る
可
能
性
が
無

い
で
も

無

い
｡
頑
正
章
西
方
は

完
W
に
硯
石
続
が
分
布
し
て
居

る
が
瀬
月
南
方
二
百
米
に
あ
る
貯
水
池
の
縁
に
は
植
物

化
石
を
含

む
灰

白

色

貫
岩
及
砂
岩
暦
が
露
出
し
て
屠

る
｡
北
五
十
度
兼
の
走
向
ほ
て
北
西
三
十
度
の
傾
斜
を

示
し
蹄
色
凝
灰
岩

(赤
間
ケ
輔
硯
石
)
と
盤
合
し
其
の

上
約
三
十
五
光
の
暦
準
に
あ
る
0
相
は
硯
石
続
に
接
し

門
司
市
及
山
口
懸
厚
狭
町
附
紀
の
枕
石
維

て
居
る
鴨
庄
の
シ
ュ
ー
ド
モ
ノ
チ
ス
砂
岩

(N
o
ri
C
)

は
北
方

へ
傾
斜
す
る
｡
而
し
て

C
la
d
oph
leb
is,

N
il
sson
ia,
N
eocal
am
ites,
D
icty
o
phyttum
,

P
o
toza
mi
t
es
etc.
(
大
道

畑
･日
峰
山
中
腹

｡栗
田
其

他
よ
阜
多

量

に
良
保
存
の
も
の
お
産
す
)
を
含
む
貫
岩

(1) 紫 色粘板iTli(2)合日算q･･放散色砂渚シュードモノチ
ス を産 す 走向北八十駿東､傾斜北五十度 (3)駄色中
粒砂hl.'･ (4)不盤合耐 (5)節三紅組粒砂岩 ､次男買岩
走向北八十度(Ill-､仰斜南十五政 (6)節三縦横岩 (7)逆
断層,衷向北八十度氷､傾斜北四十二度O

暦

(
R
h
a
etic
)
79

北
方
に
傾
斜
す
る

の
で
前
記

シ
ェ
ー

ド
モ
ノ
チ
ス
暦
は

貫
岩
層
の
暦

準
よ

-

一
見
上
位

に
凍

る
如
-
思
は
れ
る

が
､
鴨
庄
よ
も
二相

正
章
に
至
る
道
路

の

西

側

に

て
最
前

輔

の

切

割

に

筋

三

配

暦

を

切

る

牝

よ

カ

南

へ
押

上

げ

た

道

断

暦

が

観

察

芸



地

球

節
二
十
六
容

れ
之
は
荷
は
西
方
に
蒔

い
て
居
る
の
で
植
物
化
石
暦
と

シ
ュ
ー
ド
モ
ノ
チ
ス
層
と
の
闘
係
は
荷
は
充
分
調
査
し

て
見
た
5,と
放
っ
て
居
る
｡
此
の
切
割
に
見
ら
れ
る
第

三
紀
層
は
三
換
配
管
の
上
に
不
整
合
は
乗
与
不
整
各
面

も
明
か
に
見
え
て
居
か
基
底
よ
-
一
光
上
に
厚
当三

十

糎
の
炭
質
貫
岩
乃
至
植
物
破
片
を
含
む
粗
粒
砂
岩
が
磯

岩
中
に
含
ま
れ
て
居
る
｡
見
取
間
を
番

い
て
見
る
と
前

妨

1
挽

エ
ムハ

二
六

百
の
如
し
｡

門
司
市
及
厚
狭
町
附
近
の
地
質
は
地
質
閲
を
附
し

て

迫
っ
て
詳
報
す
る
橡
定
で
す
か
ら
今
は
衆
附

い
た
二

三

の
鮎
を
述
べ
る
罫
に
し
た
｡
木
下
教
授
及
小
林
排
撃
士

に
は
少
な
か
ら
ざ
る
御
教
示
を
朋
は
つ
ね
こ
と
を
厚
-

威
謝
し
ま
す
｡

(完
)

島
根
願
に
放
け
る
岩
石
地
質
撃
的
著
例
の

摘
要
と
そ
の
考
察

(
三
〕

〓
l｢

地
暦
関
係
の
断
片
線

1
.
山
間
部
第
三
紀
厨

川
陰
線
石
見
江
津
を
経
由
L
t
三
江
線
川
本
輝
か
ら

乾
に
舵
道
を
約
二
十
粁
で
邑
智
郡
高
原
村
に
連
す
る
｡

全
部
花
尚
岩
の
高
原
地
帯
で
あ
る
が
'
隣
村
布
施
村
と

園

山

市

太

郎

遺

稿

ノ
｣ノ
タ
オ

の
境
鼎
信

峠

に

は
､
安
川
岩
凝
灰
岩
を
含
む
載
閲
砂
岩

が
あ
-
'
数
修
の
薄

い
炭
質
部
を
爽
み
偶
暦
を
璃
す
の

で
あ
る
｡
之
机
か
ら
南

･
南
酉

へ
の
幅
は
億
に

一
粁
飴

で
あ
る
が
.
長
さ

は
約
二
･五
粁
尊
段
原
に
連
す

る
ま

で
､
道
路
に
滑
ふ
長
鵬
固
形
の
地
域
は
､
獅
花
園
砂
岩


